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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期

第３四半期
連結累計期間

第62期
第３四半期
連結累計期間

第61期

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日

自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

売上高 （百万円） 5,087 5,348 6,944

経常利益 （百万円） 745 847 1,115

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（百万円） 477 554 761

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 502 553 773

純資産額 （百万円） 10,750 11,230 11,020

総資産額 （百万円） 12,358 12,844 12,982

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 76.20 88.59 121.56

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 87.0 87.4 84.9

 

回次
第61期

第３四半期
連結会計期間

第62期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成28年10月１日
至　平成28年12月31日

自　平成29年10月１日
至　平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 29.17 32.27

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、好調な企業収益を背景として雇用情勢が改善しており、国内

景気は緩やかながら回復基調にありましたが、海外では米国政権の政治動向や北朝鮮をめぐる地政学的リスクの高

まり等も見受けられ、依然として先行き不透明な状況が続きました。

　このような状況のなか、当社グループ（当社及び当社の子会社）は、付加価値の高い新商品の積極的な投入のほ

か、全国での講習会、展示会を通じての新たな清掃システムの提案、また引き続き代理店販売の拡充等に努めてま

いりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高5,348百万円（前年同四半期比5.1％増）、営業利益833

百万円（前年同四半期比17.0％増）、経常利益847百万円（前年同四半期比13.7％増）、親会社株主に帰属する四

半期純利益554百万円（前年同四半期比16.3％増）となりました。

　また、品目別の販売実績は、次のとおりであります。

　「清掃機器」については、大手レンタル会社向けの搭乗式大型清掃機の販売が堅調だったこと等から、975百万

円（前年同四半期比8.9%増）となりました。

　「洗浄機器」については、コンシューマー向けの小型スチーム機器の販売が好調だったこと等から、2,471百万

円（前年同四半期比12.1％増）となりました。

　「その他」については、パーツ等の売上が減少したため、1,901百万円（前年同四半期比4.3％減）となりまし

た。

　なお、当社グループは、環境クリーニング機器等以外の事業に関しては重要性が乏しいと考えられるため、セグ

メントの記載は省略しております。

 

(2）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末と比べて137百万円減少し、12,844百万円

となりました。減少の主な要因は、有価証券が799百万円増加したものの、現金及び預金が709百万円、受取手形及

び売掛金が199百万円減少したこと等によるものであります。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べて346百万円減少し、1,614百万円となりました。減少の主な要因は、未払

法人税等が240百万円、役員退職慰労引当金が113百万円減少したこと等によるものであります。

　純資産合計は、前連結会計年度末と比べて209百万円増加し、11,230百万円となりました。この結果自己資本比

率は87.4％となりました。

 

(3）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間の研究開発活動の総額は、40,752千円であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成30年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,266,000 6,266,000
東京証券取引所

（市場第一部）

完全議決権株式であり、
権利内容に何ら限定のな
い当社における標準とな
る株式単元株式数は100
株であります。

計 6,266,000 6,266,000 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4)【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年12月31日 － 6,266 － 2,077,765 － 2,402,232

 

(6)【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7)【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成29年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式

1,300

－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

6,261,800
62,618

完全議決権株式であり、権利内容に何
ら限定のない当社における標準となる
株式
単元株式数は、100株であります。

単元未満株式
普通株式

2,900
－ －

発行済株式総数 6,266,000 － －

総株主の議決権 － 62,618 －

（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式26株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成29年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）      

蔵王産業株式会社

 

東京都江東区毛利１丁目

19-５
1,300 ─ 1,300 0.0

計 － 1,300 ─ 1,300 0.0

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平

成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,742,387 3,032,586

受取手形及び売掛金 ※２ 1,903,691 ※２,※３ 1,703,805

有価証券 1,199,993 1,999,839

商品 807,269 939,523

繰延税金資産 83,022 42,250

その他 47,759 21,261

貸倒引当金 △300 △330

流動資産合計 7,783,824 7,738,936

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,545,814 1,493,658

土地 ※１ 3,199,869 ※１ 3,199,869

その他（純額） 43,518 34,995

有形固定資産合計 4,789,203 4,728,524

無形固定資産   

その他 20,603 18,280

無形固定資産合計 20,603 18,280

投資その他の資産   

投資有価証券 128,200 128,200

繰延税金資産 199,169 170,726

その他 61,123 59,828

貸倒引当金 △90 △143

投資その他の資産合計 388,402 358,610

固定資産合計 5,198,210 5,105,415

資産合計 12,982,034 12,844,352
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 223,093 145,304

未払法人税等 267,223 26,415

賞与引当金 104,786 57,617

商品保証引当金 9,000 7,900

その他 357,997 446,218

流動負債合計 962,099 683,455

固定負債   

退職給付に係る負債 510,547 548,136

役員退職慰労引当金 248,950 135,190

再評価に係る繰延税金負債 ※１ 172,407 ※１ 172,407

その他 67,213 75,078

固定負債合計 999,118 930,813

負債合計 1,961,218 1,614,269

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,077,765 2,077,765

資本剰余金 2,402,232 2,402,232

利益剰余金 8,711,441 8,921,869

自己株式 △1,131 △1,205

株主資本合計 13,190,307 13,400,662

その他の包括利益累計額   

繰延ヘッジ損益 5,070 3,982

土地再評価差額金 ※１ △2,174,561 ※１ △2,174,561

その他の包括利益累計額合計 △2,169,491 △2,170,579

純資産合計 11,020,816 11,230,082

負債純資産合計 12,982,034 12,844,352
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高 5,087,298 5,348,038

売上原価 2,479,623 2,583,309

売上総利益 2,607,675 2,764,728

販売費及び一般管理費 1,895,061 1,931,190

営業利益 712,614 833,538

営業外収益   

受取利息 1,172 736

受取配当金 3,163 3,814

為替差益 8,654 －

有形固定資産売却益 6,647 263

不動産賃貸料 8,977 7,913

その他 5,435 3,711

営業外収益合計 34,050 16,439

営業外費用   

売上割引 1,134 2,085

為替差損 － 506

営業外費用合計 1,134 2,591

経常利益 745,530 847,386

税金等調整前四半期純利益 745,530 847,386

法人税、住民税及び事業税 243,500 222,700

法人税等調整額 24,639 69,700

法人税等合計 268,139 292,400

四半期純利益 477,391 554,986

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 477,391 554,986
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

四半期純利益 477,391 554,986

その他の包括利益   

繰延ヘッジ損益 25,379 △1,088

その他の包括利益合計 25,379 △1,088

四半期包括利益 502,770 553,897

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 502,770 553,897

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

当第３四半期連結会計期間（自　平成29年10月１日　至　平成29年12月31日）

　該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更等）

当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

　該当事項はありません。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１　土地の再評価

　土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布法律第34号）に基づき、事業用の土地の再評価を行

い、再評価差額金を純資産の部に計上しております。

・再評価の方法

　土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119号）第２条第４号に定める路線価

を基準に合理的な調整を行い算出

・再評価を行った年月日

平成13年３月31日

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成29年12月31日）

再評価を行った土地の期末におけ

る時価と再評価後の帳簿価額との

差額

△1,076,868千円 △1,018,583千円

 

※２　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成29年12月31日）

受取手形裏書譲渡高 115,204千円 115,266千円

 

※３　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理してお

ります。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期

手形を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成29年12月31日）

受取手形 ─ 36,405千円

裏書手形 ─ 25,967千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

減価償却費 58,204千円 65,684千円
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（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月24日

定時株主総会
普通株式 194,206 31.00 平成28年３月31日 平成28年６月27日 利益剰余金

平成28年10月28日

取締役会
普通株式 169,147 27.00 平成28年９月30日 平成28年12月２日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日

定時株主総会
普通株式 175,412 28.00 平成29年３月31日 平成29年6月29日 利益剰余金

平成29年10月30日

取締役会
普通株式 169,146 27.00 平成29年９月30日 平成29年12月４日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

　当社グループは、環境クリーニング機器等以外の事業に関しては重要性が乏しいと考えられるため、セグメントの

記載は省略しております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

　当社グループは、環境クリーニング機器等以外の事業に関しては重要性が乏しいと考えられるため、セグメントの

記載は省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 76円20銭 88円59銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 477,391 554,986

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
477,391 554,986

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,264 6,264

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　第62期（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）中間配当について、平成29年10月30日開催の取締役会にお

いて、平成29年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額 169,146千円

②　１株当たりの金額 27円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成29年12月４日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年２月14日

蔵王産業株式会社

取締役会　御中

 

有限責任　あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 神宮　厚彦　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 岩瀬　弘典　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている蔵王産業株式会

社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成29年10月１日から平成

29年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、蔵王産業株式会社及び連結子会社の平成29年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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